
教育センター学びの丘長期研修員研修の概要について 

 

白浜町立日置小学校 

                             教諭 川 野 哲 史 

 

 和歌山県教育センター学びの丘における長期研修員研修は，教育に関する専門的・技術

的事項について修養を積み，教員としての資質能力を高めるとともに，今日的教育課題解

決のための研修・研究を行い，その成果を広く学校現場に還元することを目的とし，実施

されている。言うまでもなく，教員は絶えず研究と修養に励み，その職責の遂行に努めな

ければならない。研究とは「物事を詳しく調べたり，深く考えたりして，事実や真理を明

らかにすること」，修養とは「知識を高め品性を磨き，自己の人格形成につとめること」（『大

辞泉第２版』2012，小学館）とある。 

今回，長期研修員研修を「自己の専門性をより向上させるための研究と，教員としての

資質を広く高める修養の機会（下図参照）」として捉え，１年間研鑽を積むこととなった。

研修期間中は，センター等が実施する多岐にわたる研修講座や指導主事等による「研修員

研修」の受講，所属校における学校課題解決のための校内研修への参加等をとおして，幅

広く教員としての資質能力の向上を目指してきた。  

修養に関しては，教育に関する専門的・技術的な研修を積むことで，これまでの自身の

実践を振り返る機会となった。その省察から見出した課題に対し，解決のための具体例を

多く学ぶことができた。また，１０年経験者研修の聴講では，ミドルリーダー育成という

視点のもと，県内各地から集まった教員と共に話し合う中で，それぞれの教員が抱く考え

や，学校現場では意識できていなかった教育課題について考えることができた。  

 研究では，これまでの外国語活動の実践を振り返り，その課題解決に向け，様々な文献

や先行研究に当たり，知見を広げられるよう努めた。研究の一環として，新学習指導要領

実施に向けた外国語活動・外国語科の実践の参観や，研修講師の講義・演習等から，多く

の示唆を得ることができた。 

今後は，所属校において，ミドルリーダーとして教員同士をつなぐ役割を果たしながら，

この１年間で学んだことを学校や地域に還元するとともに，日々自己研鑽に励み，学び続

けていきたい。  

なお，自己の専門性を向上させるために，年間をとおして行った研究については，別途

「研究報告書」としてとりまとめることとする。  
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・研究テーマ，方向性
　を設定し，第１回報
　告会で発表

・所属校での授業研究
　に向けた単元計画，
　資料等の作成，
　模擬の授業実施

・授業・研修研究計画
　を立て，第２回報告
　会で発表
・授業研究の実施

・授業研究で収集した
　データ分析
・教育センター学びの
　丘研究報告会で発表

・研究報告書，資料の
　作成
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所属校研修「所属校との連携・研修成果の還元」

■「授業力」「組織開発力」「研修力（学び続ける力）」向上トレーニング

■専門性の向上を目指す専門研修講座等受講

■初任者研修，１０年経験者研修等聴講

■学びの丘指導主事等による研修員研修


